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愛媛大学医学部附属病院
患者から学び、患者に還元する病院

VOL

編集後記

本院ボランティアの
野村さんが、
地域公益活動賞を受賞

　本院ボランティアいきいき会

副会長の野村和夫さんが、平

成23年9月7日、（財）日本 郵

政退職者連盟から平成23年

度の地域公益活動賞を受賞さ

れました。これは、野村さんが本

院のボランティア活動をはじめ、

広く地域のボランティア活動に

携わった功績が評価され、（財）

日本郵政退職者連盟会長か

ら、所属する四国郵政退職者

共助会の本年度個人表彰とし

て選ばれた栄えある賞です。野

村さんは「この賞に甘んずるこ
となく、今一度、ボランティアの

初心に立ち返り、ボランティア

活動に精励したい」と抱負を述
べられました。

明けましておめでとうございます。

2012年の初春号をお届けします。

特集のテーマは「チームワーク」にし
ました。昨年は未曽有の大災害に

見舞われた日本ですが、今年は再生

の年になります。来りうる大災害に

備えをしながら、より豊かな地域医療

の向上を図ってゆかねばなりません。

そのためにはチーム医療の充実が

大切と考えています。昨年の漢字は

「絆」でした。今年の漢字は「幸」に
したいですね。

◎表紙の人

安川学部長
横山病院長
副病院長5名
運営部長
ー石鎚山をバックにー

◉特集　人と人を繋ぐ地域医療を

感染制御部　部長　田内久道  医師

地域全体でのレベルアップが必要。その中心的な役割を担う

PROFILE
たうちひさみち◎1989年愛媛
大学医学部医学科卒業、医学
博士。松山市民病院、新居浜病
院を経て愛媛大学周産母子セ
ンターへ。2007年感染制御部
副部長を兼任。趣味は、「ねこ」。

　感染症の病原体を研究しその治療法を開発

していく感染症学のなかで感染制御は比較的

新しい学問です。中堅以上の職員の方はご記

憶と思うのですが、2000年以前は診療中に医

療スタッフを患者さんの感染症から守るという考

え方はありませんでしたし、科学的では無い院

内感染対策が多数行われていました。そのため

患者さんだけでなく、病院で働く職員や実習中

の学生も常に感染症のリスクにさらされていまし

た。これに対応するため感染制御チームが編成

され、現在では病院全体で組織的に感染を防

ぐ体制ができてきています。

　現在の感染制御チームは内科系、外科系の

医師、看護師だけでなく薬剤師、検査技師、事

務、各分野のスペシャリストが集まっています。

このスタッフで意見を交わし合い、方法や方針

をまとめ、医療の現場に役立つことができる組

織作りを心がけています。また、地域にある病院

も含めた愛媛県全体で、感染制御について取

り組んでいける地盤を作っていければと考えて

います。
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愛媛大学医学部附属病院 センター・施設トピックス

楽しいクリスマスプレゼント

お気軽にご相談ください

　平成23年12月14日（水）、医療サービス推
進委員会とがん患者サロン「あいほっと」は、
一昨年に続き、歌手の荒川和子さんを招き、ク
リスマスコンサートを開催。荒川さんの美しい
歌声とスピーチに誰もが魅了されました。公演
終了後も、サインや握手を求める患者さんが
列をつくっていました。

医療サービス課医療福祉推進チーム　
L089-960-5099  O089-960-5099

24時間チャリティイベントに参加

　平成23年10月8日（土）正午から24時間、
がんの啓発、研究・治療のための寄付を募る
「リレー・フォー・ライフ2011inえひめ」に、当
院を含めて30チーム余りが参加しました。愛
媛県での開催は、今回で2回目。たくさんの
方のサポートを受け、9日正午に完歩し、無事
終了しました。

医療福祉支援センター
L089-960-5261  O089-960-5959

◎愛媛大学医学部附属病院広報委員会
委員長　檜垣實男




